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阪神・淡路大震災以降、自然災
害の被害を直接、少なくする研究は
少なく、災害が起こればどのような被
害が発生し、どのような特徴があるの
か、という研究が圧倒的に多い。

だから、いつまで経っても住民の不
安が小さく、少なくならない。



１．大阪市域の災害脆弱性
大阪は歴史的に

全国１の災害多発・激化地域
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災害が起これば、昔の大阪の地形・
地盤特性が被害を決定づける。

• 江戸時代以前は上町台地より西側は湿地帯であった。

• 豊臣秀吉は最初に東横堀川を開削し、次いで道頓堀を掘って木津
川に接続した。

• 江戸時代に干拓が進み、約4km海岸線が前進した。船場や島之
内などの市街地は、堀を掘った土砂で地上げする方法であった。した
がって、土佐堀、長堀、阿波座堀などの堀が多く、八百八橋と言わ
れた。

• 明治初期、曽根崎新地（財政逼迫した幕府は、蜆川の川幅を狭
めて土地を造成し、お茶屋などに売却）より北側は「埋田」と呼ばれ
広大な未利用地であった。

• したがって、日本国有鉄道の「大阪駅」が立地できた。

• 1930年代から地下水の過剰くみ上げで地盤沈下が50年以上継
続した。最大は天保山（海遊館付近）で2.8m沈下



JR大阪駅

市街地の北限は曽
根崎新地でそれより
北は湿地。昔は
「埋田」という地名

1885年（明治18年）
作成の通称迅速図

現在の難波



ゼロメートル地帯の特徴
面積 124 km2 336 km2           124 km2

 合計：584km2

人口   138 万人 90 万人 176 万人 

 合計：404万人



大阪の中心部で起こり得る大規模災害

• 上町断層帯地震

• 南海トラフ巨大地震と津波氾濫

• 台風による広域豪雨（淀川氾濫）

• 地球温暖化による台風の大型化に伴う
高潮氾濫災害

あるいはこれらの災害の組み合わせによる

複合災害



２．上町断層帯地震
この活断層の大きさと被害は、

全国１のクラス
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松屋町筋と谷町筋の間で上下に約2.5m食い違う

上町台地はさらに隆起する。



上町断層帯地震が起こればどうなるか

• 大阪は壊滅する。
死者4万2千人、負傷者約20万人、全壊家屋：約97万棟
（揺れ：56万棟、火災：39万棟）、自力脱出困難者数：
15万人

• 西大阪は最大70㎝程度、瞬間的に地盤沈下し、
ゼロメートル地帯は水浸しになる。

• 市内交通（道路、地下鉄、ＪRおよび私鉄、モノ
レール等）は長期停止する（大阪の都心は沖積
平野上に位置していることに注意：神戸とは違う）

• 延焼火災が大阪市内で多数発生する。



南海地震の発生約40
年前頃から活発化す
る内陸地震
その１：兵庫県南部地震    M7.2
1995 1/17

その2：鳥取県西部地震    M6.6
2000 10/6

その3：芸予地震        M6.4
2001 3/24

その4と5：紀伊半島南東沖

M6.9および7.4 2005 9/5

その6：淡路島地震     M6.3
2013  4/13

その7：大阪府北部地震 M6.1   
2018 6/18

次の候補は京都・花折断層, 大

阪・上町断層, 奈良・奈良盆地
東縁断層, 兵庫・山崎断層ほか
多数

南海地震の前の活動1906年〜
1946年 M>6.0の地震が10個発生

死者：
1,223人

死者：1,330人



３．南海トラフ巨大地震と津波

（１）地震被害
東日本大震災に比べて固い地盤が拡がり、

地震被害は大きい





心配な，やや長周期の揺れ(3から5秒)による

超高層ビル，連続立体橋、石油タンクなどの被災



大阪市は初日、
100％断水する。一方、
火災は94件発生する
と予測されている。



大阪市内の被害概要（地震の揺れ）

• 地震の揺れは、全域で震度6弱、一部6強が1分以上継続

• 長周期地震動（周期5秒前後）が卓越し、重厚長大な建造物
に被害発生（2016年熊本地震（震度6強と6弱が2度襲来）
では、熊本市内のマンションの80％で、何らかの被害発生

• 阪神高速道路上の走行中の自動車、高架上の電車は被災する
危険性が大きい。大阪市内は大渋滞が継続

• 上町台地以外では液状化被害が深刻で、古い鉄筋コンクリート造
の建物は不動沈下する。

• 西成区や東成区などの木造密集市街地では、延焼火災が発生す
る危険が大きい。



３．南海トラフ巨大地震と津波

（２）津波被害

太平洋沿岸では地震直後に来襲し、

早期避難が難しい







4.1ヘクタールの都市公園
（盛土の高さ３ｍ）
津波や高潮来襲時
の避難場所

梅キタ2期工事



1854年安政南海地震の津波

道頓堀



南海トラフ巨大地震による大阪府の被害
地上の死者数：133,891人（地震の揺れと津波）

地下空間での犠牲者は含んでいない。

住民が負傷者を病院に連れて行くしか方法はない！



大阪市内の被害概要（津波の浸水）

• 大阪市内の松屋町筋以西は水没。自動車は渋滞し、交通
マヒが長期継続（停電しなくても発生）

• 中之島は全島水没

• キタとミナミの地下街など、大阪メトロ、JR西、近鉄、阪神、京
阪電車の地下鉄部分は、阿倍野付近の地下街と地下鉄谷
町線の天満橋駅以南を除いて水没。停電は1か月以上継続

• 浸水域の排水は停電期間に左右され、最低3日以上、排水
不可能。

• 避難所への救援物資の配送が阪神高速の通行止め、道路
網の寸断によって不可能



４．淀川の洪水氾濫
昔は連続高堤防がなかったので、

人的被害は少なかった。



洪水はん濫災害

・被害が大きい洪水：淀川の破堤氾濫

とくに淀川は計画上、上流で200年に一度の
大雨でもはん濫が起こらないことになっている
が、実際は60から70年に一度の大雨で氾濫
する。

・もし、市街地はん濫が発生すれば、地下空
間・地下鉄網の水没は必至である。



1802年（弘化2年）摂河水損村々改正図

1802年淀川で４００年に一

度の洪水が発生（摂河水損
村々改正図）

鴻池新田の年貢の比較
1716年：6.8億円
1802年：2,600万円（1/26）



1885年（明治18年）大阪摂河大洪水図

• 淀川洪水（西成郡、曽根崎新地から難波まで水没し、海原に
なる。被災地人口27万人/163万人、71,000戸水没（約20%）、
家屋流失：約1,600戸、同損壊約15,000戸



阪急神戸、宝塚、京都線
の淀川鉄橋は高さが異なる。

手前の神戸線と宝塚線の鉄橋は,
100年確率降雨（6,950m/ｓ）

京都線の鉄橋は,200年確率降雨（12,000ｍ/s）





５．台風による高潮氾濫
1961年第二室戸台風の高潮経験者

が極端に少なくなっている。



大阪における高潮災害の死者数，死亡率の変遷
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ロッテルダム・ライン川河口・高潮水門（パリ
のエッフェル塔の高さ（300m）と同じ長さで
設計）



イギリス・テームズバリアー（河口から遡上す
る高潮からロンドンを守る。）



大 阪



国道2号線 淀川大橋の高潮の状況
高潮のピーク：O.P.＋5.28m

胸壁（パラペット）の高さ：O.P.＋8.1m
まだ、2.8mの余裕があった。

2018年台風21号 関西空港の浸水



新しい計画高潮の検討





６．被害予防
知識として縮災

を知っていると被害は少なくなる。



災害前の減災対策
（日常防災）による

被害減少(予防力)

対策前の想定被害
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防災・福祉・医療・教育等 分野
との連接、連携、習合



縮災の構成

災害文明(公助)

• ～しなければならない。

• ～そうなるべきだ。

• 正解がある。不確実性はない。

• 科学は答えを教える。

• 科学の成果と政治を連
動させる。

• Best solution

（最善の解）

災害文化（自助、共助）
• ～したほうがよい。

• ～そうなるほうがよい。

• 正解でないかもしれない。不
確実性がある。

• 科学だけでは答え難い。

• 科学と政治には境界がある。

• Best effort

（最善の努力）



「相転移」という言葉を覚える！

水は液体である。しかし、水温が１℃から０℃に下が
ると、突然、固体の氷になる。今度は100℃を超えた途
端、気体の水蒸気になる。

このような相の急変を熱力学で、相転移と呼んでいる。

災害が起こった時、何かが原因となって被害が大変大
きくなることを発見した。

これを社会現象の『相転移』と呼ぶことにした。
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減災の実現に向かう理論的解明

〇南海トラフ巨大地
震のような国難災害
に、新たに発見した
社会現象の「相転
移」を適用すれば、
被害を激減すること
ができる。･･･都市災
害の進化論



『相転移』を利用した「天然に迫る合成ダイヤモンド」、
そして携帯電話の「リチウム電池」の製造に利用

5450ドル 1000ドル
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